


鳥取砂丘の東の玄関口にある山陰

海岸国立公園鳥取砂丘ビジターセ

ンターでは、展示やガイドによる案内

で鳥取砂丘のさまざまな魅力を紹

介しています。ここで色々な情報を

手に入れた後は、あなた自身で生き

ている鳥取砂丘を体感して下さい。

（問）0857‐22‐0021

山陰海岸国立公園鳥取砂丘ビジタ

ーセンターには火山灰層はぎ取り標

本が展示されており、約6万年前に
大噴火した大山火山の火山灰と、そ

の上下の火山灰質土壌が観察でき

ます。これらの下に見える砂層が古

い砂丘（古砂丘）であり、上にある砂

層が現在の砂丘（新砂丘）です。

鳥取砂丘の地下には、約6万年前に大噴火した
大山火山の火山灰（大山倉吉軽石）や、約９万年

前に噴火した阿蘇山（熊本県）や約10万年前の

三瓶山（さんべさん）（島根県）の火山灰が堆積

しています。大山倉吉軽石の上部には、約2万5

千年前の姶良丹沢（あいらたんざわ）火山灰（鹿

児島県）の存在が知られています。

これらの火山灰が堆積した時代は、ウルム氷期

と呼ばれる氷河期で、現在よりも海面が低かっ

た時代です。したがって、当時の海岸線は沖合い

にあり、現在の鳥取砂丘は内陸部にあったことに

なります。当時の砂丘は植物で覆われていたか

もしれません。

砂丘地内の所々に見られる黄土色

の層は、約6万年前に大噴火した大
山火山の火山灰（軽石層）です。この

露出地は飛砂で埋もれたり、また顔

を出したりで、いつも同じ場所で見ら

れるとは限りません。

有島武郎が、鳥取砂丘を訪れてか

ら1ヶ月後になくなったことをしのび、
昭和5（1930）年に鳥取砂丘を訪れ
た与謝野晶子が詠んだ歌が、有島

の歌と並んで刻まれています。

大正12（1923）年に、鳥取市を訪れ
た有島武郎が鳥取砂丘で詠んだ歌

が碑面に彫られています。側に生え

ている松は、江戸時代に砂丘を横切

る道（但馬往来）の一里松として植

えられました。
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